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新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
用
い
ら
れ
る
Ｒ
Ｎ
Ａ
ワ
ク
チ
ン
の
安
全
性
及
び
有
効
性
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
係
る
予
防
接
種
（
以
下
「
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
」
と
い
う
。
）
に
用
い
ら
れ
る
フ

ァ
イ
ザ
ー
社
や
モ
デ
ル
ナ
社
の
メ
ッ
セ
ン
ジ
ャ
ー
Ｒ
Ｎ
Ａ
ワ
ク
チ
ン
（
以
下
「
コ
ロ
ナ
Ｒ
Ｎ
Ａ
ワ
ク
チ
ン
」
と
い
う
。
）
の
安

全
性
及
び
有
効
性
に
つ
い
て
は
、
世
界
各
国
に
お
い
て
様
々
な
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
る
。
特
に
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
に
お
い
て
は
、
コ

ロ
ナ
Ｒ
Ｎ
Ａ
ワ
ク
チ
ン
の
安
全
性
や
有
効
性
に
つ
い
て
立
場
を
異
に
す
る
者
に
対
す
る
脅
迫
め
い
た
発
言
も
見
ら
れ
る
状
況
に

あ
る
。
厚
生
労
働
省
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
「
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
Ｑ
＆
Ａ
」
に
も
「
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
メ
デ
ィ
ア
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ワ
ク
チ
ン
に
関
し
て
様
々
な
情
報
が
溢
れ
て
い
ま
す
。
特
に
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
は
発
信
者
が
不
明
、
ま
た
は
科
学
的
根
拠
や
信
頼
の

お
け
る
情
報
源
に
基
づ
い
て
い
な
い
、
不
正
確
な
情
報
が
あ
り
、
注
意
が
必
要
で
す
。
」
と
記
載
さ
れ
て
お
り
、
新
型
コ
ロ
ナ

ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て
正
確
な
情
報
を
適
切
に
提
供
す
る
こ
と
の
重
要
性
は
、
政
府
に
も
共
有
さ
れ
て
い
る
と
考
え
る
。
以

下
、
質
問
す
る
。 

一 

Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
に
お
い
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
危
険
で
あ
る
こ
と
や
効
果
が
な
い
こ
と
を
理
由
に
接
種
を
中
止
し

た
国
が
あ
る
と
の
指
摘
が
見
ら
れ
る
。 

 

１ 

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
実
施
し
て
い
た
国
に
お
い
て
、
コ
ロ
ナ
Ｒ
Ｎ
Ａ
ワ
ク
チ
ン
の
安
全
性
や
有
効
性
を
理
由



 

２ 

 

に
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
中
止
し
た
国
を
政
府
は
把
握
し
て
い
る
か
。
把
握
し
て
い
る
場
合
に
は
、
そ
の
国
名
を

示
さ
れ
た
い
。 

 

２ 

Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
に
お
い
て
は
、
タ
イ
の
王
女
が
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
後
に
心
疾
患
と
な
り
、
タ
イ
政
府
が
フ
ァ
イ
ザ

ー
社
と
の
契
約
の
破
棄
を
検
討
し
て
い
る
と
す
る
も
の
が
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
タ
イ
王
室
庁
は
パ
チ
ャ
ラ
キ
テ
ィ
ヤ

パ
ー
王
女
が
マ
イ
コ
プ
ラ
ズ
マ
感
染
に
よ
る
心
臓
の
炎
症
で
深
刻
な
不
整
脈
を
発
症
し
た
と
発
表
し
た
と
報
じ
ら
れ
て
い

る
。
ま
た
、
タ
イ
公
衆
衛
生
省
疾
病
管
理
局
が
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
「
フ
ァ
イ
ザ
ー
社
と
の
契
約
を
解
除
し
た
」
と
の
ニ
ュ
ー
ス
は

誤
っ
た
情
報
で
あ
る
と
発
信
し
た
と
さ
れ
る
。
政
府
と
し
て
は
、
タ
イ
政
府
が
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
中
止
し
た

と
理
解
し
て
い
る
の
か
、
あ
る
い
は
、
現
在
も
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
実
施
し
て
い
る
と
理
解
し
て
い
る
の
か
。 

二 

Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
に
お
い
て
は
、
フ
ァ
イ
ザ
ー
社
の
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
修
飾
ウ
リ
ジ
ン
Ｒ
Ｎ
Ａ
ワ
ク
チ
ン
（
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ

Ｃ
ｏ
Ｖ

２
）
（
以
下
「
フ
ァ
イ
ザ
ー
社
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
、
「
Ｓ
Ｖ
四
〇
と
い
う
が
ん
ウ
イ
ル
ス
由
来

の
Ｄ
Ｎ
Ａ
が
混
入
し
て
お
り
、
タ
ー
ボ
が
ん
の
原
因
と
な
っ
て
い
る
」
と
指
摘
す
る
も
の
が
あ
る
。 

 

１ 

ま
ず
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
に
お
い
て
「
Ｓ
Ｖ
四
〇
と
い
う
が
ん
ウ
イ
ル
ス
」
と
さ
れ
る
ウ
イ
ル
ス
は
、
シ
ミ
ア
ン
ウ
イ
ル
ス
四

〇
で
あ
る
と
理
解
す
る
。
シ
ミ
ア
ン
ウ
イ
ル
ス
四
〇
の
発
が
ん
性
に
つ
い
て
は
、
シ
ミ
ア
ン
ウ
イ
ル
ス
四
〇
が
混
入
し
た



 

３ 

 

ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
た
ヒ
ト
に
追
跡
調
査
が
な
さ
れ
た
が
が
ん
を
引
き
起
こ
し
た
と
い
う
根
拠
は
得
ら
れ
な
か
っ

た
と
の
指
摘
も
見
ら
れ
る
。
一
方
で
、
シ
ミ
ア
ン
ウ
イ
ル
ス
四
〇
は
、
ハ
ム
ス
タ
ー
等
を
用
い
た
動
物
実
験
で
は
発
が
ん

能
が
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
シ
ミ
ア
ン
ウ
イ
ル
ス
四
〇
は
、
ヒ
ト
に
が
ん
腫
瘍
を
発
生
さ
せ
る
の
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は

論
争
が
続
い
て
い
る
と
の
指
摘
も
あ
る
が
、
政
府
の
見
解
を
伺
う
。 

 

２ 

Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
に
お
い
て
は
、
フ
ァ
イ
ザ
ー
社
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
に
シ
ミ
ア
ン
ウ
イ
ル
ス
四
〇
に
由
来
す
る
塩
基
配
列
が
含

ま
れ
て
い
る
と
の
指
摘
も
見
ら
れ
る
。
フ
ァ
イ
ザ
ー
社
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
に
含
ま
れ
る
ｍ
Ｒ
Ｎ
Ａ
の
塩
基
配
列
に
シ
ミ
ア

ン
ウ
イ
ル
ス
四
〇
の
塩
基
配
列
と
共
通
す
る
箇
所
が
あ
る
こ
と
を
政
府
は
把
握
し
て
い
る
か
。
ま
た
、
フ
ァ
イ
ザ
ー
社
コ

ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
に
含
ま
れ
る
ｍ
Ｒ
Ｎ
Ａ
か
ら
シ
ミ
ア
ン
ウ
イ
ル
ス
四
〇
の
タ
ン
パ
ク
質
が
産
生
さ
れ
る
可
能
性
は
あ
る
の

か
。
政
府
の
見
解
を
伺
う
。 

 

３ 

ワ
ク
チ
ン
に
様
々
な
ウ
イ
ル
ス
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
の
断
片
が
混
入
す
る
こ
と
は
あ
り
う
る
こ
と
で
あ
り
、
ウ
イ
ル
ス
の
Ｄ
Ｎ
Ａ

の
断
片
が
ワ
ク
チ
ン
に
混
入
し
た
か
ら
と
い
っ
て
直
ち
に
そ
の
ワ
ク
チ
ン
が
危
険
で
あ
る
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
、
と
の

指
摘
も
見
ら
れ
る
。
コ
ロ
ナ
Ｒ
Ｎ
Ａ
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
た
者
が
、
が
ん
患
者
と
な
る
確
率
が
高
ま
る
こ
と
を
示
す
研
究

等
に
つ
い
て
、
政
府
は
把
握
し
て
い
る
か
。
ま
た
、
コ
ロ
ナ
Ｒ
Ｎ
Ａ
ワ
ク
チ
ン
に
は
が
ん
腫
瘍
の
発
生
を
促
進
さ
せ
る
効



 

４ 

 

果
が
あ
る
と
す
る
研
究
等
を
政
府
は
把
握
し
て
い
る
か
。
政
府
の
見
解
を
伺
う
。 

三 
コ
ロ
ナ
Ｒ
Ｎ
Ａ
ワ
ク
チ
ン
の
有
効
性
に
つ
い
て
、
厚
生
労
働
省
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
「
フ
ァ
イ
ザ
ー
社
の
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ

ン
（
一
価
：
従
来
株
）
に
つ
い
て
」
で
は
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
発
症
等
を
予
防
し
ま
す
。
」
、
「
初
回
接
種

に
お
け
る
臨
床
試
験
の
結
果
、
接
種
か
ら
一
定
の
期
間
に
お
け
る
発
症
予
防
効
果
は
、
十
六
歳
以
上
で
は
約
九
十
五
％
、
十

二
～
十
五
歳
で
は
百
％
、
五
～
十
一
歳
で
は
九
十
・
七
％
」
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
厚
生
労
働
省
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
「
フ
ァ

イ
ザ
ー
社
の
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
対
応
一
価
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て
」
で
は
、
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
重
症
化
の
予
防

を
目
的
と
し
て
接
種
し
ま
す
。
」
、
「
本
剤
（
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
対
応
一
価
ワ
ク
チ
ン
）
の
非
臨
床
試
験
に
お
け
る
初
回
接
種

や
追
加
接
種
に
よ
り
、
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
亜
系
統
に
対
す
る
中
和
抗
体
の
産
生
が
確
認
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
一
定
の
有
効
性
が

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
」
と
さ
れ
て
い
る
。 

 

１ 

「
フ
ァ
イ
ザ
ー
社
の
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
（
一
価
：
従
来
株
）
」
で
は
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
発
症
等

を
予
防
」
と
さ
れ
、
「
フ
ァ
イ
ザ
ー
社
の
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
対
応
一
価
ワ
ク
チ
ン
」
で
は
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
重
症
化
の
予
防
」
と
さ
れ
て
い
る
。
な
ぜ
、
従
来
株
型
ワ
ク
チ
ン
と
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
対
応
ワ
ク
チ
ン
と
で
、
そ
の
効
果

が
変
化
し
た
の
か
。
ま
た
、
そ
の
変
化
は
い
つ
生
じ
た
の
か
。
政
府
の
見
解
を
伺
う
。
重
症
化
予
防
の
効
果
し
か
な
い
の



 

５ 

 

で
あ
れ
ば
他
者
へ
の
感
染
を
防
ぐ
効
果
は
期
待
で
き
ず
、
予
防
接
種
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
六
十
八
号
）
第
一
条
の

「
伝
染
の
お
そ
れ
が
あ
る
疾
病
の
発
生
及
び
ま
ん
延
を
予
防
す
る
」
こ
と
に
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
。
政
府
の
見
解
を

伺
う
。 

 

２ 

従
来
株
対
応
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て
は
、
発
症
予
防
効
果
が
「
十
六
歳
以
上
で
は
約
九
十
五
％
」
等
の
数
値
で
表
さ
れ
て

い
た
の
に
対
し
、
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
対
応
ワ
ク
チ
ン
で
は
「
一
定
の
有
効
性
が
期
待
」
と
数
値
が
示
さ
れ
て
い
な
い
の
は
な

ぜ
か
。
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
対
応
ワ
ク
チ
ン
の
効
果
に
つ
い
て
従
来
株
対
応
ワ
ク
チ
ン
の
よ
う
に
数
値
で
示
す
こ
と
は
で
き
な

い
の
か
。
も
し
、
先
行
す
る
研
究
が
見
当
た
ら
な
い
た
め
に
数
値
を
示
す
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
政
府
に
お
い

て
調
査
し
て
、
公
表
す
べ
き
で
は
な
い
か
。
政
府
の
見
解
を
伺
う
。 

 

右
質
問
す
る
。 


